
「２学期のスタートにあって！」

８月２１日（月）より，２学期が始まりました。これまで
に経験のない猛暑で，朝から汗を流しながらの登校となりま
したが，久しぶりの学校で友達と会えることが待ち遠しかっ
たのか，子供たちの表情は明るく見えました。
４名の代表生徒から，新たな学期への力強い決意の言葉が

ありました。主な内容は，１学期の反省を踏まえ，具体的な

目標を設定し粘り強く努力すること，学校行事を最高の思い
出にしたいことなどでした。それらの目標達成するために，「見通し」と「振り返り」，
「チャレンジ」のスパイラルを上手く回し，継続できるようになってください。
また，有名な野球選手だったイチロー選手は，「夢や目標を達成するためには，一

つしか方法がない。小さなことを積み重ねること」と言っています。天才と呼ばれた
イチロー選手ですが，実は素晴らしい活躍の陰には，小さなことを継続してコツコツ
と取り組んだ努力があったのです。皆さんも日々の努力を積み重ねましょう
さて，始業式の講話では，２学期に期待する３つのことを話しました。

１ 「当たり前のことを当たり前にやる」ことです。
登校時には「挨拶」をしっかり行う。チャイムが鳴る前に授業の「準備」を済ませ，

「心構え」をつくって教師を待つ。そして，自分がされて嫌なことは相手にしないな
ど，自分のために，仲間のために，「当たり前のことを当たり前にやる」ことを心が
けてください。そんな，日々の積み重ねが，安心して生活できる，そして一人一人の
可能性を引き出す，環境につながります。
２ 「学び続けること」と「学びを調整できる」ことです。
学ぶことは，皆さんの「将来の可能性」を広げます。そのため，一人一人が「学ぼ

うとする」，「分かろうとする」，学びへの『意欲』を何よりも大切してください。
また，「学びを調整できるようになる」ことも必要です。自分に合った学び方を身

に付け，日々の家庭学習は「２時間」を目標に，コツコツと取り組み，「やればでき
るという自信」と，「できることが増えた」という喜びを積み重ねてください。
３ 学年で「協働」し，みんなで讃え合い「感動」を共有することです。
９月には，忠和祭があります。学級単位で目標達成を目指す「合唱コンクール」と，

学年全体で目標の達成を目指す「よさこい」の両方があります。人数が増える分，活
動の過程の中で，上手く進まないことや，対立することがあるかもしれません。そん
な時こそ「対話」し，それぞれの考え方を理解し，「納得解」を導き出してください。
互いに励まし合い，高め合える，忠和中生であってほしいと思います。
２学期は，個人としての成長と，学級・学年としての成長の両方を期待してます。
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見通し・振り返り・チャレンジ 

～夏休み中の部活動での活躍の足跡～～夏休み中の部活動での活躍の足跡～
７月３０日に行われた吹奏楽コンクール旭川地区大会

には，本校は「中学校A編制の部」で挑戦し，２６名の部
員が心を一つにし，市民文化会館の大ホールいっぱいに
「忠和中サウンド」を力強く響き渡らせ，銀賞をいただ
いてきました。
８月４日に行われた北海道中学バスケットボール大会

では，女子バスケット部が猛追を見せましたが，惜しく
も３点差で北見市立小泉中学校に惜敗しました。
本大会に向けて，暑い夏も必死に練習を積み重ねた両

部の皆さん，どうか，仲間と共に頑張ってきた「自分を
誇りに思い」，これからの生活や人生に生かしてください。

１年生代表決意の言葉



８日(金) 避難訓練
１３日(水) ３年学力テスト（総合Ａ）
１５日(金) 忠和祭
２２日(金) 教育実習生 離任式
２９日(金) １・２年中間テスト

生徒会後期役員選挙

忠和祭の保護者の参観は，開閉開
式，合唱，よさこいなど，全てのプ
ログラムが可能です。
ただし，会場の広さには，限りが

ありますので，お互いに譲り合って
観賞していただきますようお願いし
ます。

①スーパーで各グループ毎に食材を自分たちで購入し，②薪を割り，火をおこし，お米を炊き，③
オリジナルカレーとデザートを作り，お腹いっぱい食べました。④２日目は，赤平市の植松電機で
「夢を諦めない大切さ」について講話を聞いた後，各自ロケットを作製し，打ち上げました。

夏休み中の３日間，希望者を対象に全
学年で学習会を開催し，夏休みの課題に
取り組んだり，基礎・基本の定着を図る
練習問題を解いたりしました。
参加者は，それぞれ自分のペースで勉

強を進め，２学期の学習に向けた準備を
行いました。

●中体連全道大会結果●（夢りんご体育館）
・女子バスケットボール部
＜２回戦＞
対 北見小泉中 ５２ 対 ５５ 敗退

試合序盤は双方譲らず接戦のまま試合が進
みましたが，中盤に徐々に差を広げられ，大
きくリードを許したまま後半を迎えました。
しかし終盤に次々とシュートを決め，少し

ずつ差を詰め，残り約１０分で，ついに同点
に追いつき，一進一退の攻防が続きました。
最後は，わずか３点差で追いつくことがで

きませんでしたが，「最後まで諦めずにプレー
する姿」に勇気と感動をもらいました。

●北海道吹奏楽コンクール 旭川地区予選結果●
・吹奏楽部（旭川市民文化会館）
＜中学校Ａ編成の部＞ 銀賞
今年は，Ａ編成（最大５５人 編成部門）

でエントリーし，新たなステージに挑戦しま
した。
目標としていた全道大会への出場権は惜し

くも逃しましたが，迫力ある，息の合った課
題曲と自由曲を演奏し，聴衆を魅了しました。

夏休み中に旭川市立大
学の先生を招き，コンピ
ュータ部員は，発表動画
の作製方法を学びまし
た。その後，作った動画
をもとに，プレゼンテー
ションを行いました。


